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携
帯
電
話
周
波
数
の
利
用
拡
大
に
関
す
る
質
問
主
意
書

携
帯
電
話
は
、
国
民
に
と
っ
て
不
可
欠
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
・
高
度
化
が
予
想
さ

れ
、
国
民
利
益
の
た
め
に
競
争
の
促
進
と
電
波
の
有
効
な
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
既
に
総
務
省
の

「
携
帯
電
話
用
周
波
数
の
利
用
拡
大
に
関
す
る
検
討
会
」
な
ど
で
議
論
が
始
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
今
後
の
政
府
の
方
針
に

つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

一

市
場
に
お
い
て
健
全
な
競
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
生
み
、
消
費
者
の
利
益
に
つ
な
が
る
。
固
定
電

話
市
場
に
お
い
て
も
、
電
電
公
社
民
営
化
以
後
、
多
く
の
事
業
者
が
参
入
し
た
こ
と
で
、
大
き
く
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
。

八
兆
円
以
上
の
規
模
を
持
つ
携
帯
電
話
市
場
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
競
争
の
促
進
が
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
競
争
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
行
う
の
か
、
政
府
の
考
え
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

二

現
在
、
総
務
省
は
二
〇
〇
四
年
九
月
に
公
表
し
た
「
携
帯
電
話
用
周
波
数
の
確
保
に
向
け
た
取
組
」
に
基
づ
き
、
新
規
参

入
の
周
波
数
候
補
と
し
て
一
・
七
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
と
二
・
〇
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
を
提
示
し
て
い
る
。
今
後
、
新
規
参
入
を
希
望

す
る
事
業
者
の
増
大
な
ど
に
よ
る
、
中
長
期
的
な
周
波
数
帯
の
逼
迫
を
防
ぐ
た
め
、
携
帯
電
話
用
に
さ
ら
に
周
波
数
帯
を
確

保
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

一



三

現
在
の
周
波
数
の
利
用
の
状
況
は
、
携
帯
電
話
用
に
使
用
さ
れ
る
周
波
数
帯
が
逼
迫
す
る
一
方
、
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い

な
い
周
波
数
帯
も
存
在
す
る
。
有
限
な
電
波
を
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
割
り
当
て
ら
れ
た
帯
域
の
価
値
に
見
合
う

利
用
料
を
徴
収
す
る
な
ど
、
効
率
利
用
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
有
効
利
用
さ
れ

て
い
な
い
周
波
数
を
整
理
し
、
再
分
配
す
る
た
め
に
政
府
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
お
考
え
か
。
具
体
的
に
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
。

四

電
波
の
割
り
当
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
総
務
省
が
免
許
を
与
え
る
事
業
者
を
決
め
る
過
程
が
裁
量
的
で

不
透
明
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
複
数
の
通
信
事
業
者
が
携
帯
電
話
に
参
入
を
希
望
し
て
お
り
、
今
後
よ
り
透

明
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
利
害
関
係
者
等
の
意
見
を
聴
取
し
、
判
断
の
基
準
を
事
前
に
明
確
に
し
た
上
で
、

ど
の
事
業
者
に
周
波
数
を
割
当
て
る
か
を
決
め
る
割
当
方
針
を
策
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
は
い
か

が
か
。

右
質
問
す
る
。

二


